


酵素的サイクリングは,微量の NAD+(NADH),NADP+(NADPH),CoASH(アセチル CoA)を酵素サイ

クル反応により増幅し,定量する方法である。今回我々は,NAD サイクリング法によるガラ

クトース定量法を確立し,組織内ガラクトース含有量,酵素活性の測定に応用した。 

ガラクトースは,ガラクトースデヒドロゲナーゼによりガラクトノラクトンとし,その際生

成される NADH を,サイクリング反応にかけた。加熱により NAD+を除いた後,過剰のオキザ

ロ酢酸,リンゴ酸デヒドロゲナーゼによりNADHをNAD+とし,次いでエタノール,アルコール

デヒドロゲナーゼにより NADHにもどした。このサイクル反応が1回おこる毎に 1分子のリ

ンゴ酸が生成されるので,この反応生成物を NADH に再び変換して,螢光測定をおこなった。 


